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第９次全国調査

10̃12月の月例会で第 9次全国調査にご協力頂
きますようお願い致します。第 9次調査では , ひき

こもりと生活機能障害について調査を行います。

内閣府より「ひきこもり支援者読本」公刊
　ひきこもりを長期的に支援するため
に必要な視点が丁寧に解説されていま
す。KHJ のホームページからご覧にな
れますので , 是非ご一読ください。

と
し
て
副
代
表
・
中
垣
内
正
和

氏
が
方
向
性
と
し
て
、
集
団
体

制
の
具
体
化
に
つ
い
て
議
事
を

進
行
し
た
。

　

ま
ず
全
員
で
、
こ
の
会
の
理

念
・
目
的
を
確
か
め
あ
い
、
具

体
的
に
は
各
支
部
長
が
本
部
の

会
員
に
な
り
、
支
部
が
事
業
を

分
担
し
て
い
く
。
財
政
基
盤
を

会
費
に
し
、
前
年
度
同
様
当
座

は
寄
付
で
や
っ
て
い
く
、
な
ど

を
話
し
合
っ
た
。

　

支
部
長
会
に
集
ま
る
旅
費
、

宿
泊
費
は
自
己
負
担
に
し
た
。

休
憩
を
は
さ
み
、
名
古
屋
か
ら

助
成
金
の
報
告
、
全
国
か

ら
質
問
討
議
が
活
発
に
な

さ
れ
、
時
間
が
足
り
な
く
、

夕
食
に
入
っ
た
。
和
気

あ
い
あ
い
の
交
流
が
始
ま

り
、
そ
の
後
は
、
お
酒
持

ち
寄
り
の
楽
し
い
懇
親
会

に
進
ん
だ
。

　

2
日
目
は
朝
食
の
時
、

ひ
き
こ
も
り
支
援
に
つ
い

て
話
し
合
い
た
い
と
の
声

が
あ
が
っ
た
の
で
、
皆
の

了
解
を
と
り
、
開
会
を

三
十
分
早
め
た
。

　

そ
の
後
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通

り
、
中
垣
内
正
和
氏
の
「
ひ
き

こ
も
り
外
来
か
ら
の
報
告
」
境

泉
洋
氏
の
「
親
の
会
の
強
化
の

提
案
」、
池
田
佳
世
氏
の
「
学
習

会
報
告
」
な
ど
の
研
修
が
行
わ

れ
、
最
後
に
も
う
一
度
皆
で
親

の
会
の
理
念
と
意
義
を
確
か
め

あ
い
、
来
年
は
京
都
オ
レ
ン
ジ

の
会
が
京
都
大
会
を
開
催
す
る

こ
と
で
、
拍
手
の
う
ち
に
閉
会

し
た
。（
主
要
な
討
議
、
検
討
事

項
は
第
３
面
に
掲
載
）

　

池
田 

佳
世 

理
事
長

　

親
の
対
応
,
家
族
の
学
習
会

　

楽
の
会
（
K
H
J
東
東
京
親

の
会
）
の
学
習
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
紹
介
。「
学
習
会
で
勉
強
し
、

ま
ず
親
が
動
い
て
ほ
し
い
。
お

　

全
国
支
部
長
会
議
は
三
河
湾

の
サ
ン
ヒ
ル
ズ
で
開
催
さ
れ

た
。
こ
こ
は
、
前
奥
山
雅
久
理

事
長
と
現
池
田
佳
世
理
事
長
が

2
0
0
3
年
、
名
古
屋
な
で
し

こ
の
会
、
2
周
年
記
念
で
訪
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
感
慨

深
い
場
所
で
あ
っ
た
。
玄
関
を

入
る
と
三
河
湾
が
一
望
に
し
て

見
え
、
素
晴
ら
し
い
眺
め
が

迫
っ
て
き
た
。

　

当
日
は
12
時
30
分
よ
り
38

名
、
20
支
部
の
方
々
が
北
か
ら

南
か
ら
遠
路
は
る
ば
る
集
ま
っ

た
。
開
会
の
辞
に
続
き
、
議
長

24
年
度
全
代
研
京
都
大
会
開
催
決
定

　

ル
ポ
「
ひ
き
こ
も
り
」

　
　
　
　
　

価
格
８
０
０
円

℻
０
４
８(

７
５
８)

５
７
０
５

　

行
き
詰
ま
り
、
混
迷
を
深
め
る

時
代
の
狭
間
に
お
い
て
、
何
と
か

活
路
を
見
出
し
た
い
と
願
う
方
々

に
、
問
題
の
本
質
的
な
解
決
の
方

向
を
提
言
す
る
書
と
し
て
本
書
を

お
薦
め
し
ま
す
。

推
薦
の
こ
と
ば　

精
神
科
医
・
医

学
博
士　

中
垣
内
正
和

第
３
回
K
H
J
全
国
支
部
長
会
議
開
催

　
　
　
　
　

7
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰　

サ
ン
ヒ
ル
ズ
三
河
湾
（
愛
知
県
蒲
郡
市
）

　

８
月
29
・
30
日
、
香
川
の

オ
リ
ー
ブ
の
会
で
初
め
て
、
ひ

き
こ
も
り
の
状
態
を
よ
く
わ

か
っ
て
い
る
親
が
講
師
に
な
る

た
め
の
「
講
師
養
成
講
座
」
が

開
か
れ
た
。
23
名
の
受
講
生
が

集
ま
り
、
池
田
佳
世
氏
と
高
橋

晋
氏
が
講
師
役
を
務
め
た
。

　

9
月
11
日 

広
島
も
み
じ
の

会
、
10
月
16
日 

宮
崎
楠
の
会
、

10
月
23
日 

名
古
屋
な
で
し
こ

の
会
で
親
の
学
習
会
促
進
講
演

が
開
か
れ
、
ひ
き
こ
も
り
の
回

復
に
む
け
て
親
の
役
割
の
重
要

性
を
認
識
中
で
あ
る
。

父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
の
行
動
が

変
化
す
る
後
に
、
子
ど
も
は
変

わ
る
。
そ
の
為
に
は
親
の
学
習

会
を
全
国
に
普
及
さ
せ
る
こ
と

が
有
効
で
あ
る
。
講
師
に
は
、

親
が
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
、
親
の
学
習
会
で
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
基
づ
い
て
、
成

果
の
報
告
を
し
た
。

　

中
垣
内 

正
和 

副
理
事
長

　

「
ひ
き
こ
も
り
は
人
材
の
宝

庫
で
あ
る
：
ひ
き
こ
も
り
外
来

2
2
0
名
か
ら
」
ひ
き
こ
も
り

外
来
の
実
践
か
ら
、
ひ
き
こ
も

り
経
験
者
は
人
材
の
宝
庫
で
あ

る
と
話
し
た
。

　

本
号
に
関
連
記
事
掲
載
。
ご

参
照
下
さ
い
。

　

境 

泉
洋 

理
事

　

全
国
組
織
と
し
て
の
親
の
会

　

の
再
構
築

　

K
H
J
親
の
会
は
全
国
に
41

支
部
あ
り
、
ほ
ぼ
全
国
を
網
羅

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
ひ
き
こ
も
り
経
験
者

が
生
き
て
い
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
し
て
活
用
し
て
い
く
方
法
に

つ
い
て
提
案
。
そ
の
た
め
に
は
、

親の学習会事業展開

香
川
県
「
オ
リ
ー
ブ
の
会
」
広
島
県
「
も
み
じ
の
会
」

　

23
年
度 

第
7
回
本
部
会
議

　

9
月
16
日
㈮
S
C
S
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
研
究
所
（
出
席
数
9
名
）

　

報
告
事
項

・
11
月
23
日
講
演
会
準
備
の
進
捗

・
仕
事
や
り
隊
研
究
会
開
催
予
定

　

各
種
審
議
事
項
と
議
事
経
過
概

　

要
及
び
議
決

　

尚
、
詳
細
は
別
途
各
支
部
へ
連

絡
を
致
し
ま
す
。

ま
ず
支
部
を
強
化
す
る
た
め
に

自
助
の
力
を
高
め
、
支
部
の

N
P
O
法
人
化
を
推
進
す
る
。 

　

組
織
内
で
の
流
通
を
活
性
化

し
、
当
事
者
の
で
き
る
仕
事
を

創
出
す
る
。
こ
う
し
た
生
き
て

い
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に

親
の
知
識
を
総
動
員
す
る
と
い

う
方
向
性
に
つ
い
て
提
案
。

一般社団法人ひきこもり支援相談士
認定協議会との提携解消

　本会は、一般社団法人ひきこもり支援相談士認定
協議会の構成団体として当協議会と提携して参りまし
た。しかし諸般の事情から、当協議会との提携を解消
する事に致しましたので、関係各位におかれましては
本件をご承知おきますようお願い申し上げます。
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外
来
を
中
心
と
し
た
取
り
組
み
を
つ
づ
け
る

う
ち
に
、「
ひ
き
こ
も
り
を
ど
う
す
る
か
」
と
い

う
思
い
は
、
い
つ
し
か
「
ひ
き
こ
も
り
は
人
材
の

宝
庫
で
あ
る
」
と
い
う
信
念
に
変
わ
っ
た
。
ひ
き

こ
も
り
外
来
が
10
年
に
達
し
よ
う
と
す
る
時
点

に
お
い
て
、
外
来
受
診
し
た
2
1
0
名
の
当
事
者

て
、
ま
ず
高
卒
認
定
資
格
の
取

得
や
通
信
制
・
単
位
制
高
校
卒

業
に
よ
る
高
卒
達
成
が
多
い
こ

と
で
、
高
校
教
育
の
複
線
化
・

脱
年
齢
化
を
反
映
し
て
い
る
と

い
え
る
。
さ
す
が
に
、
ひ
き
こ

も
り
歴
18
年
、
20
年
、
23
年
か

ら
の
入
学
に
は
高
等
学
院
の
職

員
も
目
を
丸
く
し
た
が
、
彼
ら

の
尽
力
も
あ
り
全
員
卒
業
。 

　

2
番
目
に
多
い
の
は
自
動
車

免
許
の
取
得
。
車
の
免
許
が
青

年
期
へ
の
登
竜
門
で
あ
る
こ
と

は
昔
と
同
じ
だ
が
、
自
動
車
学

校
に
は
「
ひ
き
こ
も
り
へ
の
配

慮
」
が
少
な
い
た
め
教
官
の
一

喝
に
恐
れ
を
な
し
中
断
し
て
し

ま
う
ケ
ー
ス
も
。
中
断
の
場
合

に
は
周
囲
は
「
一
度
は
挫
折
す

る
ひ
き
こ
も
り
」
本
来
の
姿
と

考
え
、「
本
人
の
意
欲
」
が
出
て

く
る
の
を
待
っ
た
方
が
よ
さ
そ

う
で
あ
る
。

　

「
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
推

進
法
」
が
制
定
さ
れ
て
以
来
、

行
政
の
若
者
支
援
の
取
り
組
み

が
社
会
福
祉
の
ひ
と
つ
の
流
れ

に
な
っ
て
き
た
。
旧
来
の
作
業

所
に
就
労
支
援
コ
ー
ス
が
置
か

れ
、
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
や
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
も
就
労
支
援
講
座
が

で
き
、
ひ
き
こ
も
り
か
ら
の

利
用
者
も
増
加
。
ひ
き
こ
も
り

の
一
番
の
課
題
の
「
社
会
性
と

体
力
の
低
下
」
は
、
ひ
き
こ
も

り
外
来
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
に

よ
っ
て
回
復
さ
せ
て
、
こ
れ
ら

の
取
り
組
み
へ
の
参
加
を
図
る

と
効
果
が
上
が
る
と
思
わ
れ
る
。

　

大
学
中
退
や
大
卒
無
業
は
、

臨
床
心
理
士
に
よ
る
集
団
療
法

を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
た

い
へ
ん
予
後
の
良
い

一
群
と
な
る
。
社
会

人
か
ら
の
短
期
間
の

ひ
き
こ
も
り
の
挫
折

に
は
、
精
神
療
法
・

心
理
療
法
が
必
要
に

な
る
が
、
こ
れ
ら
の

群
に
は
、
ニ
ー
ト
（
無

業
者
）

や
フ
リ
ー
タ
ー

（
就
労
の
繰
り
返
し
）

に
劣

す
る
こ
と
な
く
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
を
利
用

で
き
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
。

　

新
規
に
専
門
学
校
や
大
学
進

学
す
る
人
や
、
休
学
か
ら
大
学

へ
の
復
学
を
果
た
し
た
人
も
い

る
。
さ
ら
に
「
な
に
が
向

い
て
い
る
か
」
と
い
う
「
同

一
性
（
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
）

指

導
」
を
受
け
、
ヘ
ル
パ
ー
、

介
護
士
、
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

情
報
処
理
、
簿
記
な
ど
の
資
格

に
挑
戦
す
る
人
も
い
る
。

ひ
き
こ
も
り
は
人
材
の
宝
庫
で
あ
る

　
　
　
　
　

精
神
科
医　

中
垣
内 

正
和

　

社
交
不
安
障
害
に
は
、
ひ
き

こ
も
り
の
直
接
的
な
原
因
と
な

る
一
次
的
な
も
の
と
、
他
の
原

因
で
ひ
き
こ
も
り
、
二
次
的
に

生
じ
る
も
の
が
あ
る
が
、
か
な

り
の
高
率
で
対
人
配
慮
を
要
す

る
仕
事
が
で
き
る
事
実
に
つ
い

て
、
以
下
の
よ
う
に
分
析
し
た
。

　

人
並
み
の
社
交
能
力
の
あ
る

人
が
、
挫
折
体
験
に
よ
り
適
応

障
害
や
う
つ
病
な
ど
の
精
神
疾

患
に
陥
り
、
回
復
後
も
世
間
体

か
ら
ひ
き
こ
も
っ
て
い
た
場
合
。

精
神
療
法
、
集
団
心
理
療
法
、

居
場
所
に
よ
り
、
自
己
肯
定
感
・

安
心
感
が
得
ら
れ
て
社
会
参
加

す
る
勇
気
が
出
た
場
合
。
筆
者

や
臨
床
心
理
士
が
「
お
父
さ
ん

役
」、居
場
所
の
リ
ー
ダ
ー
が
「
お

兄
さ
ん
役
」
の
雰
囲
気
が
あ
り
、

ま
た
居
場
所
の
病
院
ス
タ
ッ
フ

は
若
く
、「
先
行
く
仲
間
」
の
よ

う
な
感
じ
で
す
。

　

ひ
き
こ
も
り
に
陥
る
と
、
統

合
失
調
症
以
外
の
ほ
と
ん
ど

の
ケ
ー
ス
が
落
ち
込
み
と
不

安
を
併
発
す
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
場
合
に
は
S
S
R
I
や

S
N
R
I
が
効
く
可
能
性
も
高

く
な
る
。
こ
れ
ら
の
新
規
抗
う

　

こ
れ
は
、
10
年
間
に
わ
た
り

一
歩
一
歩
改
善
を
重
ね
て
き
た
、

ひ
き
こ
も
り
「
社
会
参
加
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
の
成
果
と
い
え
る
。

　

脱
ひ
き
こ
も
り
か
ら
社
会
参

加
に
至
る
迄
に
は
、
1
年
か
ら

数
年
に
わ
た
る
精
神
療
法
、
心

理
療
法
、
集
団
心
理
療
法
、
不

安
障
害
・
抑
う
つ
に
対
す
る
薬

た
ち
の
う
ち
、
一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
1
7
4

名
の
社
会
参
加
に
関
す
る
統
計
を
と
っ
た
と
こ
ろ
、

49
％
が
初
め
て
の
就
労
、
43
％
が
初
め
て
の
就
学

を
果
た
し
、併
せ
て
73
％
が
「
初
め
て
の
社
会
参
加
」

（
図
1
）
を
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

物
療
法
、
居
場
所
で
の
交
流
、

栄
養
の
改
善
、
体
力
の
回
復
な

ど
が
必
要
と
な
る
。
平
均
ひ
き

こ
も
り
期
間
が
7
年
（
ひ
き
こ
も
り

外
来
）

〜
11
年
（
親
の
会
）

と
長
い

こ
と
も
、
回
復
を
め
ざ
し
た
社

会
参
加
の
基
礎
つ
く
り
に
時
間

を
要
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

73
％
の
社
会
参
加
者
に
は
就

学
・
就
労
と
も
に
初
め
て
行
っ

た
ケ
ー
ス
が
18
％
存
在
。
初
め

て
の
就
学
の
内
訳
は
表
1
に
、

初
め
て
の
就
労
の
内
訳
は
表
2

に
ま
と
め
た
。

　

初
め
て
の
就
学
の
特
徴
と
し

私
た
ち
が
意
気
消
沈
し
た
若
者

た
ち
を
ど
の
よ
う
に
回
復
さ
せ

て
い
く
か
、
国
際
的
な
注
目
を

集
め
て
い
る
と
も
い
え
る
。

　

こ
の
文
章
を
し
た
た
め
て
い

る
間
に
、
英
国
の
若
者
暴
動
が

第
二
次
大
戦
後
最
大
級
の
規
模

で
発
生
。「
ニ
ー
ト
政
策
」
の
破

た
ん
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
英

国
を
模
倣
し
た
わ
が
国
の
「
ニ
ー

ト
政
策
」
の
中
途
半
端
さ
を
指

摘
し
、
有
効
な
「
ひ
き
こ
も
り

対
応
」
を
求
め
た
親
の
会
の
方

向
性
は
正
し
か
っ
た
と
い
え
る
。

　

本
日
、
親
の
会
の
メ
ン
バ
ー

の
「
訪
問
」
を
受
け
た
35
歳
の

青
年
が
、
自
室
で
布
団
を
頭
か

ら
か
ぶ
り
背
を
向
け
て
し
ま
っ

た
と
い
う
話
が
届
い
た
。
仕
事

と
恋
人
を
同
時
に
失
っ
て
2
年

間
ひ
き
こ
も
っ
た
こ
の
青
年
に
、

数
日
後
に
ひ
き
こ
も
り
外
来
で

お
会
い
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
ど
ん
な
言
葉
を
か
け
て
、

出
会
い
の
喜
び
を
伝
え
よ
う
か
、

ど
の
よ
う
に
彼
の
挫
折
を
受
け

止
め
て
あ
げ
よ
う
か
、
筆
者
は

こ
の
数
日
間
、
思
案
に
暮
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。          

　
　
　
　

新
潟
に
て
（
了
）

参
考
文
献
：
22
年
度
版
「
厚
生

労
働
白
書
」

脱
ひ
き
こ
も
り
後
、
初
の

就
労
49
％
が
達
成
（
表
２
）

　

筆
者
は
、
自
ら
が
講
師
を
務

め
て
い
る
「
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

講
座
」
を
勧
め
る
場
合
も
あ
り
、

現
在
ま
で
に
ひ
き
こ
も
り
、
摂

食
障
害
の
当
事
者
や
家
族
合
わ

せ
て
10
名
以
上
が
産
業
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
資
格
を
取
得
し
た
。

　

脱
ひ
き
こ
も
り
後
、
初
の
就

労
は
49
％
が
達
成
（
表
2
）。
ア

ル
バ
イ
ト
、
パ
ー
ト
が
一
番
多

い
の
は
当
然
だ
が
、
そ
の
半
数

近
く
が
コ
ン
ビ
ニ
、
ス
ー
パ
ー
、

ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
接
客

を
必
要
と
す
る
仕
事
に
つ
い
た

こ
と
は
、
先
入
見
に
よ
る
予
測

か
ら
大
い
に
外
れ
た
。

つ
薬
は
、
う
つ
病
、
社
交
不
安

障
害
、
不
安
障
害
、
強
迫
性
障
害
、

パ
ニ
ッ
ク
な
ど
に
有
効
。

　

そ
れ
ま
で
同
世
代
や
親
世
代
、

第
3
者
と
の
「
つ
な
が
り
」
が

希
薄
で
あ
っ
た
人
に
は
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
参
加
に
よ
っ
て
「
な
か

ま
」
意
識
が
で
き
、「
ち
ょ
っ
ぴ

り
の
勇
気
」
の
後
押
し
を
も
ら

え
る
こ
と
が
あ
る
と
い
え
る
。

　

ひ
き
こ
も
る
理
由
や
背
景
を

配
慮
し
て
支
援
す
れ
ば
、
社
会

参
加
が
可
能
に
な
る
ケ
ー
ス
は

多
い
。
こ
の
臨
床
的
な
事
実
に

基
づ
い
て
、
筆
者
は
「
ひ
き
こ

も
り
は
人
材
の
宝
庫
で
あ
る
」

こ
と
を
確
信
す
る
に
至
っ
た
。

　

ひ
き
こ
も
り
は
、
1
9
8
0

年
以
降
に
不
登
校
と
し
て
急

増
、
2
0
0
0
年
前
後
に
社
会

的
に
注
目
さ
れ
、
2
0
1
0
年

に
な
っ
て
よ
う
や
く
国
の
公
認

を
得
た
社
会
問
題
だ
が
、
オ
ッ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
大
辞
典

に
も
「
h
i
k
i
k
o
m
o
r
i
」

と
い
う
日
本
発
の
単
語
と
し
て

記
載
。
ひ
き
こ
も
り
は
、
韓
国
、

中
国
、
欧
米
に
も
存
在
す
る
が
、

「
ひ
き
こ
も
り
先
進
国
」
と
し
て
、

理
由
や
背
景
を
配
慮
す
る
支
援
で
社
会
参
加
可

中垣内 正和先生



人前で話したり、食べたり、、書いたりしようとする
と、不安や恐怖をおぼえて赤面する、汗が出る、震
えや口の渇きがおきる。本人がどんなに苦しくても
周りにはなかなかその辛さが伝わらない。この症状、
実は脳内物質に関する機能異常による病気の可能性
が高いのです。

社会不安障害の総合情報サイト
URL：http ://www.sad-net . jp/

・おおよその SAD（社会不安障害）をチェック可
・どこへ行けば治療して貰えるの？
全国 2500 ヶ所の SAD対応病院が検索できます。

3

旅
立
ち
発
行

　

年
4
回
（
1
・
4
・
7
・
10
月
）

発
行
。
着
払
い
で
発
送
す
る
。

全
国
支
部
長
会
議

　

年
1
回
の
開
催
予
定
。
大
会

開
催
に
も
名
乗
り
を
挙
げ
て
い

た
だ
き
た
い
。

本
部
の
会
員
制
度

　

支
部
長
は
本
部
の
正
会
員
と

し
、
各
支
部
か
ら
年
会
費
を
納

入
し
て
頂
く
。

年
会
費

　

年
会
費
の
徴
収
に
つ
い
て
は

支
部
か
ら
の
承
認
が
必
要
。
本

件
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
検
討
。

第
３
回
K
H
J 

全
国
支
部
長
会
議

　

主
要
な
討
議
と
決
議
事
項
報
告

 
 

（
詳
細
は
各
支
部
へ
別
途
連
絡
）

　

開
始
冒
頭
、
な
で
し
こ
の
会
伊
藤
進
理
事
長
の
挨
拶
で
前
理
事

長
奥
山
奥
山
雅
久
さ
ん
を
偲
び
、
1
分
間
の
黙
祷
で
始
ま
る
。

KHJ とこころの「健康政策」
 構想実現会議の署名活動との関連

師
を
含
め
た
多
職
種
チ
ー
ム
の
設

置
と
そ
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
、
精
神

科
特
例
の
廃
止
と
精
神
科
医
の
増

員
、
医
療
技
術
の
向
上
、
3
分
間

診
療
か
ら
30
分
診
療
へ
等
々
、
さ

ま
ざ
ま
な
改
善
提
言
が
な
さ
れ
て

お
り
、
こ
こ
ろ
の
健
康
政
策
構
想

の
早
期
実
現
化
が
待
た
れ
ま
す
。

　

こ
の
実
現
化
は
、
ひ
き
こ
も
り

を
抱
え
る
親
、
家
族
、
当
事
者
に

強
く
関
連
し
て
き
ま
す
。
こ
の
請

願
署
名
活
動
を
通
じ
て
、
広
く
国

民
運
動
に
盛
り
上
げ
て
い
く
べ
く

6
月
25
日
に
全
国
一
斉
街
頭
署
名

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
K
H
J
各
支

部
会
も
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
参
加

し
て
頂
き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
運
動

の
輪
の
中
に
K
H
J
も
積
極
的
に

関
わ
っ
て
い
く
べ
き
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
今
後
も
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

 

西
東
京
「
萌
の
会
」

         

会
長 

井
手 
宏

　

池
田
代
表
と
井
手
氏
は
、
六
月

二
十
二
日
に
公
益
社
団
法
人
全
国

精
神
保
健
福
祉
会
連
合
会
の
川
崎

洋
子
理
事
長
と
、
池
袋
に
あ
る
事

務
所
で
会
見
。　

　

川
崎
洋
子
氏
は
楚
々
と
し
た
美

し
い
人
で
、
相
手
を
そ
ら
さ
な
い

雰
囲
気
を
持
ち
、
そ
の
脇
で
女
性

職
員
2
名
が
毎
月
出
版
し
て
い
る

「
み
ん
な
ね
っ
と
」
を
編
集
し
て
い

ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
そ
の
費
用
は
、

全
国
の
会
費
で
成
り
立
っ
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。
仲
良
く
な
れ

て
、
と
て
も
良
い
機
会
を
井
手
さ

ん
が
作
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　
　
　

理
事
長　

池
田 

佳
世　

 

　

2
0
1
0
年
4
月
〜
5
月
、
都

立
松
沢
病
院
に
て
行
わ
れ
た
「
こ

こ
ろ
の
健
康
政
策
構
想
会
議
」
は
、

時
の
長
妻
昭
厚
生
労
働
大
臣
の
声

が
か
り
で
自
殺
者
対
策
の
一
環
と

し
て
、
岡
崎
祐
士
院
長
を
座
長
と

し
精
神
科
医
、
臨
床
心
理
士
、
看

護
師
、精
神
保
健
福
祉
士
、保
健
師
、

障
害
者
家
族
会
、
ひ
き
こ
も
り
家

族
会
（
著
者
が
家
族
委
員
と
し
て
参

加
し
て
い
ま
す
）
、
依
存
症
家
族
会
、

①
「
ひ
き
こ
も
り
枠
」
就
労
の
設
置
な
ど
「
ひ
き
こ
も
り
に
対
す
る
就
労
支
援
」

　
　

事
業
の
充
実
。

②
長
期
重
篤
者
の
生
活
機
能
障
害
に
対
す
る
年
金
等
福
祉
対
応
の
充
実
。

③
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
人
材
の
育
成
・
強
化
。

④
家
族
会
活
動
・
居
場
所
活
動
へ
の
国
か
ら
の
助
成
と
官
民
協
働
の
推
進
。

⑤
ひ
き
こ
も
り
支
援
セ
ン
タ
ー
の
全
て
の
都
道
府
県
・
政
令
市
に
お
け
る
設
置

　
　

充
実
。

⑥
ひ
き
こ
も
り
医
療
に
対
す
る
診
療
報
酬
の
設
定
、「
ひ
き
こ
も
り
外
来
」
な
ど

　
　

医
療
対
応
の
推
進
。

⑦
小
中
高
生
に
対
す
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
教
育
な
ど
の
心
の
健
康
政
策
の
推
進
。

⑧
「
障
害
者
制
度
改
革
推
進
会
議
」
へ
引
き
こ
も
り
親
の
会
か
ら
の
参
加
。

⑨
長
期
重
篤
で
生
活
機
能
に
困
難
を
有
す
る
者
に
は
既
存
の
枠
に
囚
わ
れ
る
こ

　
　

と
な
く
柔
軟
に
生
存
権
の
保
障
。

障
害
当
事
者
と
い
っ
た
様
々
な
方

達
が
一
堂
に
会
し
、
日
本
の
精
神

科
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
の
改
善

を
検
討
し
て
提
言
書
と
し
て
ま
と

め
上
げ
、
長
妻
厚
生
労
働
大
臣
に

手
渡
し
、
そ
の
実
現
の
為
、
こ
こ

ろ
の
健
康
政
策
構
想
実
現
会
議
と

し
て
現
在
も
活
動
中
で
、
国
会
議

員
へ
の
請
願
署
名
と
い
う
形
で
実

現
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

自
殺
者
年
間
3
万
人
が

13
年
続
く
異
常
な
社
会

　

自
殺
者
が
年
間
3
万
人
を
越
え

て
13
年
間
も
続
く
異
常
な
日
本
社

会
で
、
そ
の
背
景
に
は
精
神
疾
患

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
国
民

の
40
名
に
1
人
が
精
神
科
を
受
診

し
て
い
る
日
本
社
会
は
、
ま
さ
に

こ
こ
ろ
の
健
康
の
危
機
的
状
況
と

い
え
、
ひ
き
こ
も
り
問
題
を
含
め

た
精
神
疾
患
の
諸
々
の
対
策
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
こ
の
提
言
書
の

実
現
化
は
急
迫
の
課
題
で
す
。

　

正
し
い
精
神
疾
患
の
知
識
を
中

高
生
の
内
か
ら
知
っ
て
も
ら
う
為

の
テ
レ
ビ
、
新
聞
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
で
の
広
報
活
動

と
教
育
・
10
万
人
に
1
ヶ
所
の
地

域
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
チ
ー
ム
と
医

無 料（通信料は
自己負担）

KH Jホットライン

本
部
専
用
の
電
話

 

電
話
０
３
・
５
９
４
４
・
５
２
５
０

 

F
A
X

０
３
・
５
９
４
４
・
５
２
９
０

⑴
親
の
会
の
方
向
性
に
つ
い
て

　

「
旅
立
ち
」
第
61
号
1
頁
掲

載
の
九
項
目
（
左
記
枠
内
）
の

支
援
要
望
を
ベ
ー
ス
と
す
る
。

⑵
本
部
・
支
部
の
役
割

　

支
部
長
会
議
の
役
割

新
理
事
の
就
任

理
事
長
:
池
田
佳
世 

副
理
事
長
:
中
垣
内
正
和
、　

　
　
　
　
　
　

中
村 

進

理
事
:
境 

泉
洋
、
田
口
ゆ
り
え 

　
　
　

佐
川
俊
郎
、
榎
本
惠
誉



全引連 KHJ 本部 ( 全国 )
連絡先（東京）: 〒 170-0002 東京都豊島区巣鴨 3-4-4 SCS カウンセリング研究所内 ☎ 03-5944-5250  FAX03-5944-5290  携帯 080-1023-3857   池田   佳世
連落先（埼玉）：〒331-0805 埼玉県さいたま市北区盆栽町190-3 NPO 法人 KHJ 埼玉けやきの会家族会内 ☎ &FAX 048-651-7353   携帯 080-3176-6674  田口ゆりえ

4

�

����� ����������������������

��

������ �������������������� ����

��������������������������������� ���� ���������������������������������������������������������
������������������������������������������� ������

������������������������������� ���� ����������������������������������� ����

��������������������������������������������������� ������������������������������������������

������������������������������������ ���� ���������������������������� ����

������������������������������������� �����������������������������������������������������
�������������������������������������������� ������������������������������������� ����

���������������������������� �������������������������������������������������
��������������������������������� ���� ������������������������������ ����

��������������������������������������������������������� ����������������������������
�������������������� ���� ������������������������������ ����

������������������������������������������ ���������������������������������������������
������ ������������������������������������ ����

������������ ���� ���������������������������������
������������������������������������������������������� ������

���������������������������� ���� ������������������������������ ����

������������������������������������������ ����������������������������

����������������������������������� ����� ������������������������������� ����

����������������������������������������������� ���������������������������������������������
���������������� � ������������������ ���� ��������������������������������� ����

����������������������������� �������������������������
����������������������������� ���� ������

����������������������������������������������� ���������������������������������� ����

������������������������������������ ����� ������������������������������������������
��������������������������������������� ���������������������������������� ����

������������������������������ ���� �����������������������������������������
���������������������������������������������������������� ������������������ �����

������������������������������ ���� ���������������������������������������������
����������������������������������������� ����������������������������� ����

������ ������������������������������������������
���������������������������������� ���� �����
��������������������������������������� ���������������������������� ����

��������������������������������� ���� ��������������������������������������������������
��������������������������������������������� ���������������������������� ����

����������������������������������� ����� ����������������������������������������
������������������������������������� ��������������������������������� �����

������ ����������������������������������������
��������������������������������������� ���� ��������������������������������� ����

���������������������������������������� �����������������������������������������
���������������������������� ���������������������� ����

���������������������������������������� ��� �������������������������������������������
������������������������������������������� �������������

�������������������������� ���� �����������������������������������������

�����
�������

������������������������

�����������������������������

�����
�

連絡先

　

N
P
O
法
人
全
国
引
き
こ
も

り
K
H
J
親
の
会
（
家
族
会
連
合

会
）
は
、
3
月
11
日
の
東
日
本

大
震
災
の
被
災
に
つ
い
て
、
全

国
の
支
部
に
対
し
岩
手
県
、
宮

城
県
の
支
部
に
義
援
金
を
呼
び

か
け
、
計
12
万
3
千
2
百
円
が

集
ま
り
ま
し
た
。

　

激

励

の

手

紙

を

添

え

「
N
P
O
法
人
岩
手
県
青
少
年

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
『
ポ
ラ
ン

の
広
場
』
家
族
会
」、「
N
P
O

法
人
K
H
J
宮
城
県
『
タ
オ
』」

の
両
支
部
に
6
万
1
千
6
百
円

ず
つ
、
送
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

義
援
金
は
、
以
下
の
支
部
・

東
日
本
大
震
災
・
大
津
波
被
災
支
援
の
御
礼

協
力
団
体
か
ら
ご
協
力
を
頂
き

ま
し
た
。

 

「

香

川

オ

リ

ー

ブ

の

会

」

2
万
2
千
円
、「
千
葉
な
の
花
会
」

1
万
8
千
4
百
円
、「
長
崎
す
ず
め

の
会
・
あ
じ
さ
い
会
」、「
北
陸
会
」、

「
広
島
も
み
じ
の
会
」、「
新
潟
秋
桜
の

会
」
各
1
万
円
、「
東
東
京
楽
の
会
」

7
千
2
百
円
、「
埼
玉
け
や
き
の
会
」

6
千
1
百
円
、「
宮
崎
楠
の
会
」、「
名

古
屋
な
で
し
こ
の
会
」
各
5
千
円
、「
大

分
ス
テ
ッ
プ
の
会
」
2
千
円
、
他
（
支

部
長
会
議
に
て
）
1
万
7
千
5
百
円
。 

　

両
支
部
か
ら
お
礼
状
が
届
い

て
お
り
ま
す
の
で
、
紹
介
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

　

N
P
O
法
人
岩
手
県
青
少
年

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー 

「
ポ
ラ
ン

の
広
場
」
理
事
長 

泉 

勝
夫

　

こ
の
度
の
被
災
に
対
し
、
み

な
様
よ
り
義
援
金
、
激
励
な
ど

物
心
両
面
に
わ
た
る
ご
支
援
、

お
見
舞
い
を
た
く
さ
ん
頂
き
ま

し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

沿
岸
部
で
惜
し
く
も
亡
く
な

ら
れ
た
方
々
の
話
を
聞
き
、
残

念
で
な
り
ま
せ
ん
。
深
い
悲
し

み
と
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

ま
た
全
壊
、
半
壊
な
ど
の
罹
災

に
よ
り
、
苦
し
い
生
活
を
強
い

ら
れ
て
い
る
方
が
た
く
さ
ん
お

ら
れ
ま
す
。
そ
の
方
々
の
生
活

を
支
え
、
新
た
な
営
み
を
築
い

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

み
な
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
義
援
金
は
被
災
者
支
援
、
復

興
支
援
に
役
立
つ
よ
う
使
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

義
援
金
を
集
め
て
く
だ
さ
っ

た
協
力
団
体
へ
感
謝
、
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

N
P
O
法
人
K
H
J
宮
城
県

『
タ
オ
』
理
事
長 

武
田
和
浩

東

日

本

大

震

災

義

援

金
、

K
H
J
全
国
か
ら
、
書
留
受
け

取
り
ま
し
た
。

皆
様
の
善
意
、
励
ま
し
に
、
心

よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

全
国
支
部
へ
義
援
金
呼
び
掛
け
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